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母校便り

皆様、初めまして 共同獣医学部 獣医生理学・生化学研究室 岡本 士毅（しき）と申します。2024年10月に２つ
の基礎系講座を統合して新しく発足した研究室を主宰しております。生理学と生化学は、動物の生命活動を理
解するために最初に習得しなければならない領域です。正常な生命活動を制御するメカニズムを解析し理解で
きない限り、多様な病態を正確に把握し対処することは不可能です。我々は“脳・運動・がん” をキーワードとし
て、動物が毎日営む生命活動や病態時の制御メカニズム変容を、分子から細胞、組織、まるごとの個体まで異
なる階層を縦断的に解析する基礎研究を推進しています。そして、得られた知見から疾病の発症や進行を抑え
未病状態を維持する方法づくりを探索して、予防獣医療への応用と実装を目指しております。研究室に在籍す
る学生には、常に目標を見据えた論理的思考を養い、正確な実験から堅実なデータを自身で獲得できるように
指導しております。そして正しい科学を駆使する研究者や根治療法を目指すレベルの高い獣医師を育成して臨
床獣医療にも貢献したいと願っております。何卒よろしくお願いいたします。

現在の所属メンバー
●在籍者教員3名（准教授 岡本士毅、助教 日暮泰男、羽原誠 ）
●技術補佐員（川﨑 ）
●学部生３名（V６：三木、戒能、椎根）

現在の主な研究テーマ
●食物の好き嫌いや依存症を改善する神経科学的アプローチの探索
●食品由来有効機能成分を用いた代謝改善機構の解明
●哺乳類ロコモーションの比較バイオメカニクス解析
●がんの新規治療標的の探索（プロリン異性化酵素によるがんの増殖制御機構）
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生きる理を紐解く ～分子からまるごとの動物まで～

令和7年11月30日(日) 同窓会のご案内

 日 時： 令和7年11月30日（日）14:00～16:00（懇親会のみ）

 場 所： 和ビストロ 創作料理 SAKU 神楽坂店

（東京都新宿区神楽坂４-３楽山ビル５階）

 会 費： 8,000円（予定）

※詳細・参加申し込み方法は改めてお知らせします。

今年は、日曜日開催で懇親
会のみになります！

皆様のご参加、心よりお待ち
しております！

同窓会情報のメール配信にご協力をお願いいたします！

同窓会運営費節減のため、ニューズレターや同窓会のご案内を、郵送ではなくメールにて受信いただけますと助かります。皆
様のメールアドレスを事務局までお知らせください。ＢＣＣ配信ですのでアドレスは公開されません。ご安心ください。

また、同窓会ホームページからもご登録できます。

https://yamaguchiagrivet.wixsite.com/tokyo
手続きは、こちらからワンクリッ
クでメール送信できます！
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東京支部 事務局メンバー

会長：桑野 昭（V21,S48卒）
幹事：安斉 了（V27,S54卒） 幹事：村木 祥文（C20,H2卒） 幹事：中嶋 久士（C23,H5卒）
幹事：吉田 恵子（V48,H14卒） 幹事：平川 由佳（V53,H19卒）

新しく、村木さん、中嶋さんが幹事に参入してくださいました！！

同窓会連絡先：yamaguchi.dousoukai.tokyo@gmail.com

発行人/山口大学農学部・獣医学部同窓会東京支部

～縁の下の力持ち～
同級生の村木君から託されました農芸化学科1990年卒の髙岡です。大学卒業とともに香料会社に入社して以
来、35年間ずっと研究開発畑。もともとは有機合成で新規香料化合物を生む研究をしていましたが、現在はフレー
バーを中心とした研究開発の責任者としてマネジメントの毎日です。
正直なところ私自身、就職活動まで香料メーカーの存在を知らなかった…、基本的にBtoBのため日ごろは目立
たない存在です。でも鼻をつまんでものを食べると味が感じにくいように「美味しさ」におけるフレーバーの役割は
重要です。また化粧品からシャンプー、石鹸、洗剤などの香りも、日々の生活の豊かさに欠くことのできないもので
は。また当社はガスの着臭材を扱っているのも特徴。ガスコンロの火を付け損なったときの、あの臭～い匂いの正
体は、当社(orもう1社)の製品で、ガス漏れによる事故から皆さんを守っています。
ところで日本人と香料の歴史はかなり古く、日本書紀にすでに記載があるそうです。
595年に淡路島に流れ着いた木(沈香)を薪として燃やしたところ、その香りが遠くまで
漂ったため聖徳太子に献上されたというエピソードが残されています。また正倉院には
様々な香料を宝物として収蔵、なかでも有名なのが蘭奢待でしょう。更に室町時代
には芸道としての「香道」が確立、その独特な作法や精神的にも奥深い文化が継承
されるなど、西洋とはまた違った香りの歴史を刻んできた民族です。
食品添加物や香害と煙たがる方もいらっしゃいますが、最終製品メーカーの開発者
やマーケターに寄り添い、皆さんの日々の「美味しさ」「潤いある生活」そして「ガス事
故からの皆さんの安全」などのために頑張っている、縁の下の力持ち、そんな会社＆
業界です。 愛犬のクィンクと

バトンコーナー 髙岡 秀明 平成2年卒業 （C20）
曽田香料株式会社 常任理事 研究開発部門長

OB・OG会

令和６年11月23日 湯田温泉のセントコア山口で研究室創立６０周年を記念した食品化学研究室の同窓会が開
催されました。また、小林邦彦先生（卒寿）、加藤昭夫先生（傘寿）松富直利先生（喜寿）のお祝いもしました。
いつものごとく、卒業生は札幌から鹿児島まで日本各地から集結し、現役の阿座上弘行先生、学生含めて、総
勢100名を超える大宴会でした。加藤先生は体調の兼ね合いでビデオ参加でしたが、小林先生、松富先生は、相
変わらずお元気で、先生方や同窓生との昔話に花が咲き、時間が経つのを忘れ、そのまま二次会、三次会へと突
入していきました。小林先生は、私と山際が同級生ということも記憶されており、山際への激励の言葉を言づけら
れました。（山際も30年以上前のことなのに有難いなと言ってました）
同窓会に先立ち、長門峡に立ち寄り、鮎を食して、昔このあたりで芋煮会をしたよね～など当時を思い出しなが
ら紅葉も楽しみ、プチ山口旅行を満喫しました。

中嶋久士
（農芸化学平成５年卒）

農芸化学科 食品化学研究室 ５年ぶりの同窓会
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